








研究目的 

 乳児尿を用いての神経芽細胞腫のマス・スクリーニングは全国的に行われるようになっ

たが、スクリーニングの方法もまだ統一されておらず、その発見頻度にも施設による差が

みられる。これらの差が何によるかを明らかにし、また病院における精密検査においては

最も負担をかけずかつ効率のよい診断手順を確立することを目的とした。次にマス・スク

リーニングの効果をみるために、まだマス・スクリー二ングを導入していなかった北海道

(札幌市を除く)の成績を対象として比較を行った。 


